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（４）公園・緑地の整備・保全 

 テーマを「骨格となる緑」「都市公園」「緑地」「緑化」とし、テーマごとの方針

と、展開する位置及びゾーンを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

骨格となる緑 骨格的な緑の保全（骨格となる緑の保全ゾーン） 

 奥羽山脈や北上高地などの山々や北上川などの、本市を形づくる骨格となってい

る緑については、適切な保全を図ります。 

 豊かな自然環境を形成している早池峰国定公園や花巻温泉郷県立自然公園、胡四

王山環境緑地保全地域などの緑については、適正な利用と保全の調和を図ります。 

 早池峰山や田瀬ダムなどにおいては、自然環境に配慮しながら、自然探勝に必要

な施設の維持に努めます。 

 花巻広域公園や温泉地と接する森林の適正な管理に努め、骨格となる緑にふれあ

える場として、維持・活用を図ります。 

 

 

都市公園 都市公園の整備と維持管理 

 都市公園は適正な配置に努め、住民の協力を得ながら維持管理を図るとともに、

利用者や周辺住民の意見を取り入れ利便性や快適性の向上に努めます。 

 日居城野運動公園は、スポーツ・レクリエーションの拠点として健康の維持増進

と憩いの場を提供するため、計画的な整備・改修を進めます。 

 

緑 地 

《基本的な方向性》 

 自然環境と調和した都市づくりを目指し、都市を囲む骨格的な緑の保全

と活用を図りながら、暮らしの近くで自然を感じられる水と緑のネット

ワークの形成を図ります。 

 緑の充実した快適に暮らせる市街地の形成を目指し、市民や事業者の協

力を得ながら、市街地の緑化や、公園・緑地の整備・維持を進めます。 
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緑地 既存の緑の保全と有効活用（里山の保全ゾーン、農地や屋敷林の保全ゾーン） 

 里山は、中山間地の暮らしや景観に欠かせない構成要素であるとともに、自然と

ふれあえる場でもあることから、保全と有効活用に努めます。 

 市街地周辺に広がる農地や屋敷林について市民の理解を広め、その保全に努めま

す。 

 豊沢川などの河川緑地の保全を図るとともに、市街地内の河川沿いの歩行者空間

の魅力向上を図ります。 

 史跡や観光・レクリエーション施設周辺では、山林の保全を図るとともに、樹木

の保存などを促進し、緑豊かな空間づくりを進めます。 

 

 

緑化 都市緑化や観光地緑化の推進（市街地の緑化ゾーン、工業団地の緑化ゾーン） 

 市街地においては、地区計画や協定などによる緑化を図り、潤いのある環境を形

成します。 

 工業団地や産業団地、公共公益施設などにおいては、周辺環境に調和した緑化を

誘導します。 

 沿道住民や事業所の協力を得ながら、道路沿いの花壇の整備などを進めます。 

 市街地の観光施設周辺の緑の保全や緑化を進め、彩りと潤いのある環境を形成し

ます。 
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